


〔
主
催
〕
全
日
本
詰
将
棋
連
盟

〔
後
援
〕
詰
将
棋
パ
ラ
ダ
イ
ス
編
集
部

〔
日
時
〕
平
成
八
年
五
月
四
日
（
土
）
十
二

時
よ
り
受
付

〔
場
所
〕
ひ
び
き
荘
（
北
九
州
市
小
倉
北
区

大
門
一
’
一
’
十
七
冠
０
９
３
１
５
８
１

１
５
６
７
３
）
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
よ
り
車
で
５
分
。

Ｊ
Ｒ
西
小
倉
駅
よ
り
徒
歩
３
分

〔
内
容
員
多
少
時
間
の
ず
れ
あ
り
）

①
十
二
時
’
十
四
時
（
自
由
時
間
）

書
籍
販
売
、
バ
ラ
既
刊
号
（
記
念
号
）
の

展
示
、
ア
マ
連
主
催
「
握
り
詰
」
、
そ
の
他
催

し
物

②
十
四
時
’
十
六
時
半
（
第
一
部
式
典
）

会
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
、
実
行
委
員
長
挨

拶
、
各
委
員
会
報
告
（
全
詰
連
幹
事
各
委
員

」
弐
四

［
彦
陣
垂

全
国
詰
将
蝋
繍
幽
綱

12

I

||訓,,,lil
長
）
、
看
寿
賞
発
表
並
び
に
授
賞
式
』
詰
将
棋

段
位
授
与
式
、
参
加
者
全
員
の
一
人
一
言
、

記
念
写
真
撮
影

③
十
七
時
半
’
二
十
時
（
第
二
部
懇
親
会
）

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
、
「
握
り
詰
」
優
秀
作
表

彰

〔
参
加
費
〕
五
千
円
（
高
校
生
、
女
性
は
三

千
円
、
た
だ
し
第
二
部
不
参
加
者
は
千
円
）

〔
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て
〕
会
場
の
準
備

尋
ま
で
ハ
ガ
キ
に
て
申
し
込
み
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
参
加
費
は
、
大
会
当
日
に
受
付

に
て
集
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
宿

泊
に
つ
い
て
は
、
一
泊
三
千
円
程
度
で
準
備

し
た
い
と
思
い
ま
す
（
予
約
が
必
要
）
．
宿
泊

希
望
者
は
参
加
申
し
込
み
と
同
時
に
宿
泊
希

望
日
（
前
日
、
当
日
）
、
宿
泊
者
氏
名
、
性
別

を
ご
連
絡
下
さ
い
。
（
締
切
厳
守
）

〔
連
絡
先
〕
第
十
二
回
全
国
詰
将
棋
大
会
実

行
委
員
会
。
委
員
長
“
八
尋
久
晴
（
〒
八
○

七
’
二
北
九
州
市
八
幡
西
区
千
代
五
’
一

’
二
丑
０
９
３
１
６
１
８
１
２
４
２
２
）

な
ど
の
関
係
か
ら
四
月
十
日
ま
で
に
必
ず
入

全
国
大
会
握
り
詰
Ｉ
ア
マ
連
杯
Ｉ

昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
握
り
詰
で
す
。

こ
れ
だ
け
の
使
用
駒
で
詰
将
棋
を
作
っ

て
下
さ
い
。
一
人
一
作
に
限
り
ま
す
。

締
切
釦
４
月
賜
日
必
着
（
編
集
部
宛
）

大
会
当
日
展
示
、
投
票
に
よ
り
優
秀
作

と
佳
作
を
決
定
（
不
完
全
作
の
返
送
連

絡
は
致
し
ま
せ
ん
）
。

■
呈
賞
”
優
秀
賞
、
佳
作
賞
等
賞
金
総
額

５
万
円
。
（
提
供
Ⅱ
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
連

盟
）
当
日
表
彰
を
行
い
ま
す
。
奮
っ
て

ご
応
募
下
さ
い
。

困
昼
畠
昼

邑
昼
畠
邑
風
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那
誌
誌
真
叫
逝
入
〆

1996年度全国詰将棋大会

主催／全日本詰将棋連盟

後援／詰将棋パラダイス編集部

日時5月4日()12:00～20:0C

会場ひびき荘（北九州市小倉北区）

丑093．581．5673

①JR/J喧駅より車で5分

②JR西小倉駅より徒歩3分

桓
舜
函
檎
《
芦
迦
叩
民
誉
器
篭
盗
泣
温
回

歌
台
味
歌
心
叩
践
い
識
製
寓
曾
謎
到

至門
至戸畑・八幡

小倉駅
小倉

測
亘
の
○
○
匪
（
丹
喜
、
、
“
ヱ
）



第
翌
回
全
国
詰
将
棋
大
会
が
５
月
４
日
に

福
岡
の
小
倉
「
ひ
び
き
荘
」
に
て
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
銘
名
！
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
内
容
は
次
の
通
り
。

■
受
付
及
び
自
由
時
間

・
書
籍
販
売
（
詰
パ
ラ
編
集
部
）

・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
モ

（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
）

・
大
会
記
念
握
り
詰
作
品
展
示
及
び
投
票

（
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
将
棋
連
盟
）

・
チ
ェ
ス
プ
ロ
ブ
レ
ム
コ
ー
ナ
ー

（
講
師
叩
若
島
正
）

・
パ
ラ
既
刊
号
（
記
念
号
）
展
示

（
提
供
如
森
茂
）

・
記
念
誌
「
続
あ
ゆ
み
」
配
布

毒
墓
藻
押

（
提
供
“
佐
々
木
寛
次
郎
）

Ｕ
第
１
部
（
式
典
）

挨
拶全

日
本
詰
将
棋
連
盟
会
長
岡
田
敏

実
行
委
員
長
八
尋
久
晴

詰
将
棋
パ
ラ
ダ
イ
ス
代
表
水
上
仁

・
各
委
員
会
報
告

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
委
員
会
門
脇
芳
雄

規
約
委
員
会
若
島
正

詰
棋
書
保
存
委
員
会
森
田
正
司

会
計
小
島
正
司

段
級
位
審
査
委
員
会
小
島
正
司

・
段
位
贈
呈
式

・
看
寿
賞
発
表
な
ら
び
に
授
賞
式

・
参
加
者
全
員
の
一
人
二
言

■
第
２
部
（
懇
親
〆
Ｉ
テ
ィ
！
）

【
参
加
者
】

岩
手
原
田
章
雄

埼
玉
稲
葉
元
孝
宮
地
寛

千
葉
村
山
勉

東
京
秋
元
龍
司
金
子
清
志
小
林
敏
樹

佐
藤
宗
弥
角
建
逸
原
岡
望

森
田
正
司

神
奈
川
門
脇
芳
雄
門
脇
美
智
子

山
下
雅
博
柳
田
明

三
重
清
水
一
男

京
都
田
代
達
生

大
阪
飯
山
修
猪
股
昭
逸
小
島
正
司

長
谷
繁
蔵
弘
光
弘
水
上
仁

柳
原
裕
司
若
島
正

兵
庫
堀
内
真

奈
良
岡
田
敏

岡
山
堀
切
良
太

島
根
高
見
秀
夫
堀
越
文
夫

広
島
秋
本
浩
志
永
野
浩

山
口
間
鍋
功

香
川
井
内
直
紀
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愛
媛
来
嶋
直
也
山
本
善
章

福
岡
内
山
哲
郎
江
口
恭
一
江
崎
正
美

尾
石
勉
岡
山
晶
越
智
則
幸

川
村
信
幸
倉
掛
又
一
佐
賀
晴
幸

酒
井
博
久
芝
田
雅
規
砂
田
淳
一

禅
院
政
利
平
正
利
仲
井
剛

中
岡
清
孝
西
田
弘
森
茂

屋
並
仁
史
八
尋
久
晴
李
源
台

大
分
宗
岡
博
之

佐
賀
太
田
慎
一
樋
渡
喜
久
磨

長
崎
石
川
和
彦

熊
本
小
西
逸
生

【
寄
付
頁
敬
称
略
）

河
内
勲
（
ビ
ー
ル
券
）
北
村
憲
一
（
一
万
円
）

秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館
（
五
万
円
）
詰
将
棋
研

究
会
（
ク
イ
ズ
賞
品
）
浦
野
真
彦
（
五
千
円
）

近
代
将
棋
社
（
書
籍
、
売
上
金
五
千
五
十
円
）

東
京
詰
将
棋
工
房
（
書
籍
、
売
上
金
四
千
円
）

安
平
昭
二
（
一
万
円
）
飯
劉
良
昭
（
テ
レ
ホ

ン
カ
ー
ド
）
詰
将
棋
研
究
会
（
一
万
円
）
門

脇
芳
雄
（
五
千
円
）
森
茂
（
一
万
円
）
佐
藤

宗
弥
（
五
千
円
）
小
島
正
司
（
書
籍
）

生
憎
の
悪
天
候
で
し
た
が
、
飛
び
入
り
の

方
も
含
め
、
何
と
舵
名
も
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
式
典
が
始
ま
る
ま
で
の
自
由
時
間
に

は
歓
談
を
す
る
方
、
将
棋
を
指
す
方
、
詰
将

棋
を
解
く
方
、
各
出
店
コ
ー
ナ
ー
へ
向
か
う

方
と
人
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。

出
店
は
、
書
籍
（
新
刊
や
話
題
の
詰
棋
書
）

の
販
売
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
デ
モ
（
パ
ソ
コ

ン
を
使
用
し
て
実
演
。
数
万
題
の
詰
将
棋
が

入
力
・
分
類
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
名
前
を

入
力
し
た
後
に
画
面
に
表
示
さ
れ
た
自
作
を

眼
に
し
、
感
激
す
る
方
、
多
数
）
、
握
り
詰
コ

ン
ク
ー
ル
（
作
者
名
は
伏
せ
て
あ
る
。
解
付

き
）
〈
の
投
票
、
チ
ェ
ス
プ
ロ
ブ
レ
ム
解
説

（
こ
の
解
説
を
聴
く
た
め
だ
け
に
来
場
し
た
と

い
う
方
も
い
る
程
の
人
気
）
、
パ
ラ
既
刊
号
の

展
示
（
中
に
は
マ
ニ
ア
垂
挺
の
希
少
本
も
あ

っ
た
）
な
ど
。
又
、
参
加
者
全
員
に
記
念
誌

参
加
者
印
名
突
破
！
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一
続
あ
ゆ
み
」
（
佐
々
木
寛
次
郎
氏
の
労
作
）
が

配
布
さ
れ
ま
し
た
。
佐
々
木
さ
ん
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
ま
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

午
後
二
時
に
な
り
、
中
岡
清
孝
氏
の
司
会

で
式
典
の
開
始
。
全
詰
連
会
長
・
岡
田
氏
、

実
行
委
員
長
・
八
尋
氏
、
詰
パ
ラ
代
表
・
水

司
看
寿
賞
受
賞
の
３
氏

●
上
氏
の
挨
拶
と
続
き
ま
す
集
今
回
で
進
回
目

を
迎
え
た
全
国
大
会
で
す
が
、
「
今
後
、
通
算

で
加
回
参
加
を
達
成
し
た
方
」
に
は
記
念
品

を
差
し
上
げ
る
旨
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
す
ま
す
参
加
欲
が
高
ま
り
ま
す
ね
。
又
、

来
年
度
以
降
は
Ｇ
Ｗ
を
避
け
る
日
程
に
し
た

い
と
の
こ
と
。
こ
れ
は
、
家
庭
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
た
め
に
Ｇ
Ｗ
だ
と
参
加
し
に
く
い
方
の

こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

井
内
直
紀
氏
に
五
段
位
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
「
知
ら
ぬ
間
に
で
き
た
一
局
を
以
て
感
想

に
か
え
ま
す
。
持
駒
は
…
…
」
と
い
う
氏
の

受
賞
コ
メ
ン
ト
が
印
象
的
で
し
た
。

平
成
七
年
度
看
寿
賞
が
発
表
さ
れ
た
。

短
編
賞
》
小
林
敏
樹
氏
、
中
編
賞
“
若
島

正
氏
、
長
編
賞
》
堀
内
真
氏
の
各
氏
が
受
賞

段
位
贈
呈

さ
れ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
発
表
記
事
を
ご

覧
下
さ
い
。

第
２
部
は
フ
ロ
ア
を
か
え
て
、
・
立
食
歴
；

テ
ィ
ー
形
式
で
行
わ
れ
た
。
第
１
部
の
司
会

で
好
評
を
得
た
中
岡
氏
が
こ
こ
で
も
抜
群
の

司
会
を
披
露
さ
れ
る
。
八
尋
氏
の
挨
拶
の
後
、

森
田
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
ス
タ
ー
ト
。

程
良
く
ア
ル
コ
ー
ル
が
ま
わ
っ
た
頃
合
い

に
、
第
１
部
で
投
票
さ
れ
た
握
り
詰
の
結
果

発
表
。
優
秀
作
は
堀
内
氏
、
佳
作
は
斎
藤
吉

雄
氏
の
作
品
。
看
寿
賞
も
受
賞
し
た
堀
内
氏

は
「
賞
金
稼
ぎ
」
の
野
次
を
飛
ば
さ
れ
、
大

テ
レ
で
し
た
。

そ
の
後
、
賞
品
付
き
ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
三
者
択
一
形
式
で
三
名
が
勝
ち

残
り
、
太
田
氏
が
優
勝
し
ま
し
た
。
考
慮
時

間
僅
か
に
加
秒
と
い
う
厳
し
い
制
約
で
し
た

が
、
条
件
反
射
に
滅
法
強
い
太
田
氏
に
勝
る

人
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

懇
親
一
パ
ー
テ
ィ
ー

－32－
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岡
田
敏
ｌ
毎
週
金
土
日
の
３
日
間
は
町
の
文

化
教
室
で
将
棋
を
教
え
て
い
ま
す
。
最
近

は
一
桁
も
の
の
短
編
を
量
産
し
て
お
り
、

老
化
を
防
止
し
な
が
ら
詰
将
棋
の
普
及
に

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
田
正
司
ｌ
作
品
集
作
り
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
自
分
自
身
の
も
作
り
直
さ
な

い
と
い
け
な
い
の
で
、
年
に
２
冊
が
限
度

か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
．
現
在
仕
掛
か

り
中
の
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
う
ち
山

田
修
司
さ
ん
の
が
出
る
予
定
で
す
。

門
脇
芳
雄
ｌ
大
学
の
研
究
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
詰
将
棋
を
作
る
と
い
う
の
が
始
ま
り
ま

し
て
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
創
作
力
が
上
が
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
黒
幕
と
し
て
何
か
や
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

水
上
仁
ｌ
最
近
は
指
す
方
も
結
構
面
白
い
・

_

ｲ■■■■■

人
－

一
一
一
一
宮
」

よ
催
一

詰
将
棋
も
全
く
作
（
一
一
て
な
い
訳
で
は
あ
じ

ま
せ
ん
。
合
駒
絡
み
の
や
つ
を
企
画
中
で

浦
野
真
彦
七
段
に
と
き
ど
き
見
せ
た
り
す

る
ん
で
す
け
ど
最
近
嫌
が
ら
れ
て
ま
し
て
、

ど
う
せ
ま
た
合
駒
で
し
よ
、
と
い
う
感
じ

で
あ
ま
り
見
て
く
れ
な
い
ん
で
す
ね
。

小
島
正
司
ｌ
ユ
ニ
ー
ク
な
コ
ラ
ム
の
入
っ
た

詰
将
棋
の
館
と
い
う
本
を
発
行
し
て
ま
し

て
、
現
在
似
冊
目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
１

冊
獅
円
で
や
っ
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

柳
田
明
ｌ
今
年
は
作
家
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な

い
う
ち
に
活
動
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

近
代
将
棋
と
将
棋
世
界
に
投
稿
し
て
無
事

に
入
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
近

は
依
頼
生
産
で
し
か
作
れ
な
い
男
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
余
剰
生
産

物
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
出
来
る
ん
で
、
こ

ん
な
に
出
来
る
の
は
久
々
だ
な
あ
と
い
う

年
に
な
っ
て
い
ま
す
。

清
水
一
男
ｌ
来
年
は
名
古
屋
で
全
国
大
会
と

い
う
話
を
聞
い
て
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

名
古
屋
に
近
藤
真
一
君
が
お
ら
れ
ま
し
て

香
龍
会
の
会
報
を
書
い
て
お
り
ま
す
。
そ

の
会
報
を
見
ま
す
と
、
彼
が
中
心
に
や
っ

て
も
ら
え
る
と
立
派
な
碕
麗
な
大
会
が
開

か
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
期
待
し
て
ま
す
。

八
尋
久
晴
ｌ
駄
作
を
図
々
し
く
投
稿
し
続
け

て
同
人
作
家
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
い
た
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だ
き
ま
し
た
》
》
実
力
不
足
の
人
達
に
と
っ

て
は
励
み
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
今
ま

で
同
人
と
し
て
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
方
に

は
、
同
人
作
家
の
格
を
下
げ
て
し
ま
っ
た

と
い
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

若
島
正
ｌ
私
の
名
前
が
あ
る
人
名
録
に
出
て

い
て
、
肩
書
と
し
て
〃
詰
将
棋
作
家
（
京

都
大
学
助
教
授
）
〃
と
出
て
い
る
ら
し
い

の
で
、
こ
れ
か
ら
は
詰
将
棋
作
家
か
ら
足

を
洗
っ
て
カ
ッ
コ
が
な
い
京
都
大
学
助
教

授
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

角
建
逸
ｌ
最
近
は
仕
事
が
忙
し
く
て
駒
も
ほ

と
ん
ど
触
っ
て
な
い
、
詰
パ
ラ
も
封
し
た

ま
ま
と
い
う
状
態
で
す
。
仕
事
の
方
を
手

抜
き
し
て
詰
将
棋
活
動
に
戻
り
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

柳
原
裕
司
ｌ
伽
号
の
こ
と
で
頭
が
一
杯
で
す
。

Ⅷ
と
い
う
の
は
凄
い
数
字
で
す
か
ら
素
晴

ら
し
い
記
念
号
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
よ
い
お
知
恵
を

頂
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

金
子
清
志
ｌ
詰
工
房
で
の
場
所
取
り
の
実
績

が
評
価
さ
れ
て
再
来
年
の
全
国
大
会
の
ま

と
め
役
を
や
ら
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
先
程
、
清
水
さ
ん
か
ら
名
古
屋
で

や
る
と
き
の
ア
イ
デ
ア
を
く
だ
さ
い
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
ア
イ

デ
ア
は
東
京
の
方
に
回
し
て
く
だ
さ
い
。

小
西
逸
生
ｌ
現
在
は
詰
将
棋
と
い
う
も
の
に

時
間
を
割
く
と
い
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

く
な
り
ま
し
た
。
少
し
疎
遠
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
大
い
に
反
省
を
し
て
お
り
ま

す
。
初
入
選
が
昭
和
訂
年
８
月
号
で
し
た

の
で
後
６
年
ほ
ど
で
満
卵
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
古
い
も
の

を
取
り
混
ぜ
て
あ
と
１
回
作
品
集
を
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
本
当
に
う
れ
し

い
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

堀
越
文
夫
ｌ
皆
さ
ん
の
作
品
と
名
前
は
知
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
今
日
初
め
て
見
ま
し

て
、
こ
う
い
う
方
が
こ
う
い
う
作
品
を
作

ら
れ
て
た
の
か
な
あ
と
い
う
感
じ
が
し
て

い
ま
す
。

太
田
慎
一
ｌ
今
日
は
全
国
大
会
の
写
真
撮
影

係
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。

平
正
利
ｌ
よ
く
余
詰
指
摘
で
名
前
が
載
る
ん

字:一
一韓院6認 蚕吟

露察
謝醗
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で
す
け
れ
ど
も
↑
作
意
よ
り
先
に
余
詰
筋

を
検
討
す
る
よ
う
な
癖
が
つ
い
て
し
ま
っ

て
困
っ
た
も
の
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

創
作
の
方
も
例
の
ご
と
く
馬
を
ち
ょ
こ
ち

ょ
こ
や
り
な
が
ら
合
駒
を
稼
ぐ
よ
う
な
作

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

猪
股
昭
逸
ｌ
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
今
年
度
か

ら
創
棋
会
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
創
棋
会
が
ど
ん
ど
ん
メ
ン
バ

ー
が
増
え
て
、
い
い
作
品
が
集
ま
っ
て
、

皆
さ
ん
で
楽
し
く
や
れ
た
ら
な
あ
と
考
え

て
ま
す
。

山
本
善
章
ｌ
徳
山
か
ら
愛
媛
に
転
勤
に
な
り

交
通
の
面
で
苦
労
し
と
る
ん
で
す
。
仕
事

も
か
な
り
忙
し
い
ん
で
す
け
ど
、
頑
張
っ

て
皆
さ
ん
の
お
目
に
止
ま
れ
る
ぐ
ら
い
の

作
品
を
作
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

長
谷
繁
蔵
ｌ
今
年
一
杯
で
定
年
に
な
り
ま
す

の
で
カ
ム
バ
ッ
ク
し
た
い
と
思
っ
て
も
う

ぽ
ち
ぽ
ち
投
稿
し
て
い
ま
す
。
作
品
が
出

ま
し
た
ら
Ａ
を
入
れ
て
頂
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

樋
渡
喜
久
磨
’
７
月
田
日
か
ら
佐
賀
県
有
田

地
区
で
開
か
れ
る
世
界
感
博
の
推
進
委
員

を
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
お
出
で
に
な

っ
た
ら
一
晩
は
無
料
に
て
家
に
泊
め
ま
す

の
で
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

川
村
信
幸
ｌ
近
代
将
棋
の
５
月
号
に
全
国
詰

将
世
芸
々
と
書
か
れ
て
い
た
の
を
見
て
て
篇

た
ま
た
ま
今
日
こ
こ
を
通
り
か
か
っ
た
の

で
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
み
ま
し
た
。
加
数

年
前
、
職
場
の
機
関
誌
に
た
っ
た
１
回
だ

け
作
品
を
載
せ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
以
来
作
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
寝
る
と
き

に
は
よ
い
睡
眠
薬
代
わ
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。

飯
山
修
ｌ
今
年
は
九
州
と
聞
い
て
、
こ
れ
は

家
の
者
を
編
し
て
来
る
の
は
無
理
だ
な
と

思
っ
て
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
去
年
の
ｎ

月
に
入
社
型
年
目
で
突
然
単
身
赴
任
に
な

り
ま
し
て
来
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
来

年
も
ま
だ
単
身
赴
任
が
続
い
て
い
た
ら
名

古
屋
に
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

酒
井
博
久
ｌ
下
手
な
話
も
な
ん
で
す
か
ら
作

品
で
自
己
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
玉

方
ｕ
角
、
過
玉
、
ｕ
歩
…
。
解
い
て
も
ら

え
ば
わ
か
る
と
思
い
ま
す
け
ど
、
王
手
し

て
い
け
ば
詰
み
ま
す
。

原
岡
望
ｌ
た
ま
た
ま
森
田
さ
ん
と
近
く
に
住

ん
で
い
る
の
で
新
幹
線
で
ご
一
緒
さ
せ
て
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い
た
だ
き
ま
し
た
”
た
だ
一
緒
に
い
る
だ

け
で
大
作
家
の
秘
密
が
わ
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
て
、
多
少
詰
棋
の
力
が
ア
ッ
プ
し

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
地
寛
ｌ
詰
パ
ラ
で
右
往
左
往
し
な
が
ら
短

大
の
担
当
を
や
っ
て
ま
し
て
、
や
っ
と
お

役
ご
免
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
元
々
が
解

答
専
門
な
の
で
こ
れ
か
ら
ま
た
解
答
に
専

念
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
元
龍
司
Ｉ
以
前
よ
く
作
品
を
出
し
て
い
た

頃
に
一
緒
に
活
躍
さ
れ
て
い
た
吉
村
達
也

さ
ん
や
近
藤
郷
さ
ん
が
復
活
さ
れ
て
ま
す

し
、
小
林
さ
ん
が
看
寿
賞
と
い
う
こ
と
に

な
る
と
ま
た
刺
激
を
受
け
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

秋
本
浩
志
ｌ
詰
将
棋
の
全
国
大
会
に
出
る
と

近
所
の
人
に
言
い
ま
し
た
ら
、
あ
ん
た
は

そ
ん
な
に
凄
い
ん
か
っ
て
勘
違
い
さ
れ
ま

し
た
。

李
源
台
ｌ
岡
田
さ
ん
の
名
前
を
自
分
勝
手
で

サ
ト
シ
さ
ん
と
読
ん
で
た
ん
で
す
け
ど
、

最
近
活
字
で
オ
カ
ビ
ン
と
書
い
て
あ
っ
た

rr…

畦,主唾

要事…

の
で
ほ
ん
と
に
オ
カ
ビ
ン
か
な
あ
と
思
っ

て
ま
し
た
。

原
田
章
雄
’
５
月
２
日
に
家
を
出
て
東
京
競

馬
場
、
小
倉
競
馬
場
を
経
由
し
て
や
っ
て

き
ま
し
た
。
帰
り
も
益
田
競
馬
場
と
園
田

競
馬
場
を
経
由
し
て
５
月
７
日
に
家
に
着

く
予
定
で
す
。

山
下
雅
博
ｌ
士
云
家
に
置
い
て
あ
る
昔
の
詰
パ

ラ
を
見
る
と
い
ろ
い
ろ
書
き
込
み
が
し
て

あ
り
ま
し
た
。
最
近
の
詰
バ
ラ
は
非
常
に

一
垂
車
イ
ス
で
参
加
の
小
西
逸
生
氏

碕
麗
で
す
の
で
、
少
し
は
昔
の
よ
う
に
一

生
懸
命
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

堀
内
真
ｌ
私
の
看
寿
賞
受
賞
作
が
３
秒
く
ら

い
で
し
た
が
、
テ
レ
ビ
に
出
ま
し
た
。
考

え
て
み
る
と
こ
れ
は
凄
い
こ
と
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
、
皆
さ
ん
も
テ
レ
ビ
に
出

る
の
を
目
指
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

小
林
敏
樹
‐
ｌ
今
日
こ
こ
に
来
た
主
目
的
は
チ

ェ
ス
プ
ロ
ブ
レ
ム
を
広
め
る
こ
と
で
す
。

日
本
チ
ェ
ス
プ
ロ
ブ
レ
ム
協
会
と
い
う
の

を
若
島
さ
ん
中
心
に
設
立
い
た
し
ま
し
て
、

そ
ち
ら
の
会
計
と
か
事
務
局
的
な
こ
と
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。

間
鍋
功
ｌ
柏
川
香
悦
さ
ん
の
作
品
集
を
見
て

詰
将
棋
は
凄
い
も
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。

石
川
和
彦
ｌ
ヤ
ン
詰
の
担
当
を
降
り
て
か
ら

指
将
棋
に
凝
っ
て
い
て
、
県
代
表
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
決
勝
ま
で
３
回
行
っ
た

ん
で
す
け
ど
、
長
崎
県
で
は
準
優
勝
男
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
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仲
井
剛
ｌ
最
初
は
周
り
の
人
が
み
ん
な
天
才

に
見
え
た
ん
で
す
が
、
話
を
聞
い
て
る
と

同
じ
よ
う
な
人
が
何
人
か
お
ら
れ
る
の
で

少
し
安
心
し
ま
し
た
。

江
口
恭
一
ｌ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
る
の
で
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
興
味
が

あ
り
ま
す
。
今
日
、
一
番
嬉
し
か
っ
た
の

は
江
口
と
い
う
名
前
の
作
家
が
私
一
人
し

か
い
な
い
と
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

中
岡
清
孝
ｌ
今
月
の
５
月
号
で
、
発
表
局
数

は
通
算
皿
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の

８
割
は
実
戦
取
材
で
日
本
唯
一
の
実
戦
取

材
作
家
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

し
実
行
委
員
長
の
八
尋
氏
、
お
疲
れ
さ
ま
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